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シシュュロローーダダーー  
日日本本フファァンンドド  

（（野野村村SSMMAA･･EEWW向向けけ）） 

第11期 運用報告書(全体版) 
(決算日 2025年12月８日) 

 

 

 

 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、「シュローダー日本ファンド（野村SMA･EW向

け）」は、2025年12月８日に第11期の決算を行いま

した。 

ここに、謹んで期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 2015年３月12日から無期限 

運 用 方 針 
信託財産の成長をめざして運用を行い
ます。 

主要投資対象 

当ファンド 
シュローダー日本マザー
ファンド受益証券とします。 

シュローダー 
日 本 マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

わが国の株式とします。 

組 入 制 限 

当ファンドの 
シュローダー 
日 本 マ ザ ー 
フ ァ ン ド 
組入上限比率 

制限を設けません。 

シュローダー日本 
マザーファンド 
の 株 式 お よ び 
外 貨 建 資 産 の 
組 入 上 限 比 率 

株式への投資は制限を設
けません。外貨建資産への
投資は行いません。 

分 配 方 針 

毎決算時（毎年12月６日。ただし当該日
が休業日の場合は翌営業日）に、原則と
して経費控除後の繰越分を含めた利子・
配当収入と売買益（評価益を含みます。）
等から、基準価額水準、市況動向等を勘
案しながら決定します。 
なお、分配を行わない場合があります。 

 

シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社 
東京都千代田区丸の内１－８－３ 
丸の内トラストタワー本館21階 

http://www.schroders.co.jp/ 

 

当運用報告書に関するお問い合わせ先 

・投資信託営業部 電話番号 03-5293-1323 

・受 付 時 間 9:00～17:00(土・日・祝日は除く) 
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シュローダー日本ファンド（野村SMA･EW向け） 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 T O P I X ※ 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(東証株価指数、配当込み) 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

７期(2021年12月６日) 14,719 0 12.8 3,103.84 13.0 99.6 0.5 11,124 

８期(2022年12月６日) 15,899 0 8.0 3,191.77 2.8 99.3 0.8 10,694 

９期(2023年12月６日) 20,298 0 27.7 4,007.25 25.5 99.3 0.9 11,249 

10期(2024年12月６日) 23,666 0 16.6 4,685.99 16.9 99.8 0.5 11,627 

11期(2025年12月８日) 29,981 0 26.7 5,959.89 27.2 98.6 1.3 12,998 
 

（注） 基準価額、税込み分配金は１万口当たり。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、株式組入比率および株式先物比率は実質組入比率を表示しております。 

（注） 株式先物比率は、買建比率－売建比率。 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 T O P I X ※ 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 (東証株価指数、配当込み) 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2024年12月６日 23,666 － 4,685.99 － 99.8 0.5 

12月末 24,335 2.8 4,791.22 2.2 99.8 0.0 

2025年１月末 23,807 0.6 4,797.95 2.4 99.8 0.0 

２月末 23,042 △ 2.6 4,616.34 △ 1.5 99.6 0.0 

３月末 23,297 △ 1.6 4,626.52 △ 1.3 98.4 1.3 

４月末 22,958 △ 3.0 4,641.96 △ 0.9 98.4 1.3 

５月末 24,100 1.8 4,878.83 4.1 98.8 1.3 

６月末 24,618 4.0 4,974.53 6.2 98.5 1.1 

７月末 25,995 9.8 5,132.22 9.5 99.7 0.2 

８月末 27,266 15.2 5,363.98 14.5 99.8 0.2 

９月末 28,126 18.8 5,523.68 17.9 98.9 0.9 

10月末 28,397 20.0 5,865.99 25.2 98.9 1.0 

11月末 29,987 26.7 5,949.55 27.0 98.1 1.2 

(期  末)       

2025年12月８日 29,981 26.7 5,959.89 27.2 98.6 1.3 
 

（注） 基準価額は１万口当たり。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、株式組入比率および株式先物比率は実質組入比率を表示しております。 

（注） 株式先物比率は、買建比率－売建比率。 

 

※当ファンドは、約款でTOPIX（東証株価指数、配当込み）をベンチマークとすることを定めております。 
ベンチマークとは、ファンドを運用する際、投資成果の基準となる指標のことです。 
TOPIX（東証株価指数）は、わが国株式市場全体のパフォーマンスを表す代表的な指数です。 
また、TOPIX（東証株価指数）は、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社の知的財産であり、この指数の算出、数値の
公表、利用など株価指数に関するすべての権利は株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社が有しています。 
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シュローダー日本ファンド（野村SMA･EW向け） 

○運用経過 (2024年12月７日～2025年12月８日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算しており、実際の基準価額と異なる場合があります。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額およびTOPIX（東証株価指数、配当込み）は、期首（2024年12月６日）の値が基準価額と同一となるように指数化

しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドのベンチマークは、TOPIX（東証株価指数、配当込み）です。 

 

○基準価額の主な変動要因 

期首23,666円でスタートした基準価額は、29,981円（分配後）で期末を迎え、期首比26.7％（分配金再投資

ベース）の上昇となりました。一方、ベンチマークであるTOPIX（東証株価指数、配当込み）は、26.7％の上

昇で、当ファンドは、ベンチマークを0.5％下回りました。 

当期は、日本株式市場全般に一時急落する場面があったものの、その後は上昇基調が続き、期末にかけて主

要株価指数は過去最高値を更新しました。基準価額も同様の経過を辿り、上昇して終えました。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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シュローダー日本ファンド（野村SMA･EW向け） 

 

・当期の日本株式市場は、米国の金融政策やトランプ政権の通商政策、国内の金融政策や地政学的要因の影響

を強く受けながら推移しました。期中には急落と急反発を繰り返す局面もありましたが、最終的には主要株

価指数が史上最高値を更新し、力強い回復を示しました。 

・2024年12月は米政権の通商方針や国内政策の見極めが続き、自動車などの個別材料が相場を支えました。 

・年明けは新政権の関税方針が重石となる一方、日銀の0.25％追加利上げは織り込みで無難に通過しました。 

・２～３月は決算を材料に選別が進み、加工組立セクターが軟調な推移となる一方、ゲーム・コンテンツ関連

は相対的に底堅く推移しました。 

・４月初旬は相互関税の詳細が想定以上に厳しい内容と受け止められ急落しましたが、上乗せ分の時限停止

が示されると先行き不安が和らぎ、短期で急反発しました。 

・５月は米ハイテクセクターや国内主力企業の好決算が支えとなり、主要国間交渉の進展や一部関税の緩和

観測が追い風となって戻り歩調が強まりました。 

・６月は中東情勢の緊迫化で一時リスク回避が強まりましたが、停戦報道や米金融当局の緩和的発言で投資

家心理が改善しました。 

・７月は参院選の結果を市場が冷静に消化し、日銀短観の改善や日米通商交渉の前進を背景に、ＴＯＰＩＸが

過去最高値を更新しました。 

・８月は４～６月期の好決算と早期利下げ観測が追い風となり、主力から中小型へ物色の裾野が広がりました。 

・９月は米金融政策の方向転換が意識され、利下げ再開の示唆を受けて金利感応度の高いＡＩ・半導体関連株

が上昇、連れて日本株式は続伸しました。 

・10月は国内政治イベントや米利下げ観測がリスク選好を下支えし、日経平均株価の構成比上位銘柄への資

金集中が見られました。 

・11月以降は前月の急騰の反動でＡＩ関連株に利益確定売りが入る一方、内需・小型株が相対的に堅調とな

り、日経平均が不安定な動きとなる反面ＴＯＰＩＸは底堅さを維持するなど対照的な動きとなりました。 

・セクター別では、非鉄金属、鉱業、建設業が上位となり、サービス、海運業、医薬品が下位となりました。 

 

 

  

投資環境 
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シュローダー日本ファンド（野村SMA･EW向け） 

 

 
・不採算事業からの撤退や生産性の向上などにより、利益率の改善が続いていることに加えて、株価バリュ

エーション（価値評価）面でも魅力的な水準にあるフジシールインターナショナルの組入比率を引き上げま

した。 

・株価バリュエーションが低位に留まる中、経営計画で先行する同業他社をベンチマーキングし、相対的に高

い販管費率の是正を目指すなど、従来以上に踏み込んだ格好での経営改革を志向しているパナソニックホー

ルディングスを新たに組み入れました。 

・業績サイクルを超えた利益率向上や、意欲的な中長期成長戦略が好印象であったミマキエンジニアリング

を新たに組み入れました。その後新モデル投入タイミングの遅れや競合激化等による短期業績の悪化から

株価が下落しましたが、割安感を重視して徐々に組入比率を高めるべく買い増しを進めました。 

・トヨタ不動産によるＴＯＢ（株式公開買付）が発表された豊田自動織機について、買付開始時期までの期間

が長かったことや、価格引き上げの可能性などを勘案し、時間分散を図りつつ組入比率を段階的に引き下げ

る方針をとりました。 

・日本製鉄による完全子会社に向けたＴＯＢが発表された黒崎播磨をＴＯＢ価格近辺で全株売却しました。 

・市場全体の株価が急落したタイミングでディフェンシブ性を発揮したＫＤＤＩの組入比率を引き下げました。 

 

 
 

 

 
※ 投資比率は、マザーファンドの投資比率と当ファンドが保有するマザーファンド比率より算出しております。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドが主要投資対象としているシュローダー日本マザーファンドの運用について 
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シュローダー日本ファンド（野村SMA･EW向け） 

 

（プラス要因） 

・低ＰＥＲ（株価収益率）や低ＰＢＲ（株価純資産倍率）

などの特徴を持つバリュー株に対するオーバーウェ

イト 

・医薬品や食料品などディフェンシブセクターのアン

ダーウェイト 

・米国労働市場の回復遅れなどを受けて株価が低調な

推移となったリクルートホールディングスのアン

ダーウェイト 

・ＡＩサーバー関連製品の販売好調が好感されたＪＸ

金属の株価が上昇したこと 

・好調な上期業績と通期業績予想の上方修正に加えて、

配当性向の引き上げを含む株主還元方針の修正も同

時に行った横浜ゴムの株価が上昇したこと 

・悲観に傾いていた市場予想に反して好業績を発表し

たネクソンの株価が上昇したこと 

 

（マイナス要因） 

・化学セクターのオーバーウェイトと電気機器セク

ターのアンダーウェイト 

・今期計画を達成する上で最重要な大型導出契約（経口マイオスタチン阻害薬）の実現時期が遅れ気味である

ことなどによりペプチドリームの株価が下落したこと 

・韓国政情不安による客数減の影響を受けて低調な業績推移となったエービーシー・マートの株価が下落し

たこと 

・主力事業の成長率鈍化が意識されたリログループの株価が下落したこと 

・ＰＣ更新サイクルの影響で2026年度業績が減益になる可能性が高いことが嫌気され、大塚商会の株価が下

落したこと 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 
（注） 当ファンドのベンチマークは、TOPIX（東証株価指数、配当

込み）です。 
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シュローダー日本ファンド（野村SMA･EW向け） 

 

収益分配金につきましては、基準価額水準、市場動向、信託財産の規模等を考慮し、当期の収益分配は見送

らせていただきました。なお、留保益については、特に制限を設けず、当社の判断に基づき、元本部分と同一

の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第11期 

2024年12月７日～ 
2025年12月８日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 19,981  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

分配金 
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シュローダー日本ファンド（野村SMA･EW向け） 

○今後の運用方針 

当ファンドでは個別銘柄に対する調査に基づく中長期の業績見通しや株価の割安度などを重視した銘柄選

択を行い、長期的なリターンを最大化することを意識した運用を行っています。基本戦略は成長性と割安さを

兼ね備えた銘柄の発掘と長期保有です。 

長期の成長性については、定量的なデータに加えて事業モデルの堅牢性や経営者の哲学など定性的な要素

を加味して考察を加えます。また、企業の成長を長い時間軸で捉えるためには、過去に辿ってきた道筋を遡っ

て検証することも重要です。そうした過程の中から企業の本質的な強みや弱みが浮き彫りになってくること

があります。 

割安度については収益予測に基づいたＰＥＲを軸とした上で、様々な評価尺度や手法を参照し、多面的に判

断するよう心掛けています。 

また、市場平均を上回る成績を上げるためには、ポートフォリオ構築や銘柄選択、売買タイミングなどに関

して、市場で支配的な考え方から距離を置き、独自性を追求することも肝要だと考えます。 

トランプ米大統領が「解放の日」と位置付けて極端な高税率の相互関税を発表した４月２日以降の株式市場

の展開は、下落率やその後最高値更新に至る回復過程まで記憶に強く刻まれるものとなりました。当初は急速

に景気後退への懸念が高まり、日銀の利上げ期待が萎みました。するとそれまでパフォーマンス優位にあった

バリュー株が売り込まれてグロース株やディフェンシブ株が優位になるなどリスク回避的な投資行動が目立

ちました。ディフェンシブ株優位は一時的に留まり、米国株式が大手ハイテク株主導で急速に持ち直すと、日

本株式市場でも６月末頃まではグロース株優位の展開へと移行しました。７月以降は流れが逆転し、再度日銀

の年内利上げシナリオが浮上すると共に金融や景気敏感セクターを中心としたバリュー株優位の展開に戻り

ました。また、2024年７月につけた高値更新を達成する順番が、過去数年とは異なりＴＯＰＩＸ Ｍｉｄ→

ＴＯＰＩＸ Ｓｍａｌｌ→ＴＯＰＩＸ 100のように中小型株が先行する展開となったことが印象的でした。こ

の変化は、円高や関税の影響などもあり、今年度は中小型株の方が大型株よりも業績が順調な推移となってい

たことで説明ができると考えています。過去数年の大型株優位の展開を経て大型株と中小型株のＰＥＲ格差

が歴史的な水準まで広がっていますが、こちらの本格的な修正は未だ発現していません。今後格差の是正が進

展するようだと中小型株優位の展開が長期に及ぶ可能性があると注目しています。 

物色に偏りが見られ、一部の銘柄が人気化してベンチマークであるＴＯＰＩＸや日経平均など主要株価指

数の上昇をけん引した10月の株式市場において、当ファンドは単月としては非常に大きなアンダーパフォー

マンスを記録しましたが、11月は様相が一変し、先行して買われた銘柄群の株価が下落する一方でオーバー

ウェイトとしている中小型株、バリュー株には上昇する銘柄が多く見られ、大きなアウトパフォーマンスを記

録することができました。自身でコントロールすることができない市場の振れからは距離を置き、割安かつ好

業績な銘柄を中心にこつこつと買い増しを続ける姿勢が奏功した結果となっています。引き続き同様のスタ

ンスで個別銘柄の業績見通しやバリュエーションを重視した銘柄選択を続ける方針です。 
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シュローダー日本ファンド（野村SMA･EW向け） 

○１万口当たりの費用明細 (2024年12月７日～2025年12月８日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 223  0.874  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (197)  (0.774)  ・ファンドの運用判断、受託会社への指図 
・基準価額の算出ならびに公表 
・運用報告書等法定書面の作成、および受益者への情報提供資料の作成等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 14)  (0.055)  ・購入後の情報提供 
・運用報告書等各種書類の交付 
・口座内でのファンドの管理、および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 11)  (0.044)  ・ファンドの財産保管・管理 
・委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 6   0.022   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  6)  (0.022)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  0)  (0.000)   

（c） そ の 他 費 用 12   0.047   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  3)  (0.011)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） (  9)  (0.036)  ・印刷費用は、印刷会社等に支払う運用報告書作成等に係る費用 

 合 計 241   0.943    

期中の平均基準価額は、25,494円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含

みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券（親投資信託を除く）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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シュローダー日本ファンド（野村SMA･EW向け） 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は0.91％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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シュローダー日本ファンド（野村SMA･EW向け） 

○売買及び取引の状況 (2024年12月７日～2025年12月８日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
シュローダー日本マザーファンド 186,185 1,159,269 433,320 2,799,668 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○株式売買比率 (2024年12月７日～2025年12月８日) 

 

項 目 
当 期 

シュローダー日本マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 31,961,126千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 80,242,427千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.39   
 
（注）(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注）単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年12月７日～2025年12月８日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2025年12月８日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

シュローダー日本マザーファンド 1,983,075 1,735,941 13,056,533 
 
（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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シュローダー日本ファンド（野村SMA･EW向け） 

○投資信託財産の構成 (2025年12月８日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

シュローダー日本マザーファンド 13,056,533 99.9 

コール・ローン等、その他 17,065 0.1 

投資信託財産総額 13,073,598 100.0 
 

（注） 金額の単位未満は切捨て。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年12月８日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 13,073,598,704   

 シュローダー日本マザーファンド(評価額) 13,056,533,276   

 未収入金 17,065,428   

(B) 負債 74,634,543   

 未払解約金 17,065,428   

 未払信託報酬 54,635,825   

 その他未払費用 2,933,290   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 12,998,964,161   

 元本 4,335,671,511   

 次期繰越損益金 8,663,292,650   

(D) 受益権総口数 4,335,671,511口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 29,981円 
 

［元本増減］ 

期首元本額 4,912,925,939円 

期中追加設定元本額 465,608,164円 

期中一部解約元本額 1,042,862,592円 
 

○損益の状況 (2024年12月７日～2025年12月８日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 2,786,138,149   

 売買益 3,037,674,149   

 売買損 △  251,536,000   

(B) 信託報酬等 △  109,380,419   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 2,676,757,730   

(D) 前期繰越損益金 3,722,288,017   

(E) 追加信託差損益金 2,264,246,903   

 (配当等相当額) (  2,019,422,462)  

 (売買損益相当額) (    244,824,441)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 8,663,292,650   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 8,663,292,650   

 追加信託差損益金 2,264,246,903   

 (配当等相当額) (  2,019,422,462)  

 (売買損益相当額) (    244,824,441)  

 分配準備積立金 6,399,045,747   
 

（注） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（0円）、費用控除

後の有価証券等損益額（2,676,757,730円）、信託約款に規定す

る収益調整金（2,264,246,903円）および分配準備積立金

（3,722,288,017円）より分配対象収益は8,663,292,650円

（10,000口当たり19,981円）ですが、当期に分配した金額はあり

ません。 
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シュローダー日本ファンド（野村SMA･EW向け） 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
＜分配金について＞ 
・収益分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」
があります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本（受益者のファンドの購入価額）と同額または上回る場合は、
分配金の全額が普通分配金となります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、
残りの額は普通分配金となります。 

・分配後の受益者の個別元本は、元本払戻金（特別分配金）の額だけ減少します。 
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シュローダー日本ファンド（野村SMA･EW向け） 

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2025年12月８日現在) 

＜シュローダー日本マザーファンド＞ 
 下記は、シュローダー日本マザーファンド全体(12,279,740千口)の内容です。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

建設業（2.6％）    

長谷工コーポレーション 171.1 101.9 304,731 

住友林業 172.9 514.5 831,432 

エクシオグループ 226.4 186.6 454,930 

太平電業 93.8 354.7 795,592 

食料品（0.5％）    

プリマハム 196.2 － － 

ヱスビー食品 － 126.9 453,667 

パルプ・紙（0.6％）    

トーモク 192.5 155.4 525,252 

化学（13.0％）    

信越化学工業 － 94.4 454,064 

エア・ウォーター 683.4 604.9 1,297,208 

四国化成ホールディングス 409.3 547.4 1,488,380 

アイカ工業 － 92.2 313,111 

旭有機材 58.9 55.1 253,735 

リケンテクノス 207.6 502.9 729,205 

日油 303.3 269.2 866,554 

エスケー化研 88.2 93.9 987,828 

上村工業 170.1 196.9 2,961,376 

ＪＣＵ － 119.2 531,632 

日東電工 422.9 358.6 1,377,024 

ＺＡＣＲＯＳ 93.5 417.4 480,010 

医薬品（1.2％）    

ペプチドリーム 437.6 673.1 1,088,066 

石油・石炭製品（0.5％）    

ＥＮＥＯＳホールディングス 1,050.5 394.2 427,312 

ゴム製品（3.3％）    

横浜ゴム 160.4 332.9 2,022,700 

ニッタ 179.3 166.8 685,548 

バンドー化学 178.2 139.1 282,233 

ガラス・土石製品（1.7％）    

黒崎播磨 183.4 － － 

ニチアス 288.6 241.9 1,557,836 

鉄鋼（0.4％）    

東京製鐵 423.1 220.7 318,028 

非鉄金属（1.2％）    

ＪＸ金属 － 592.5 1,067,981  

 
銘 柄 

期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

金属製品（2.7％）    

トーカロ 592.6 548 1,212,724 

東プレ 522.4 543.7 1,242,898 

機械（6.9％）    

タクマ － 110.3 271,338 

アマダ 142.3 － － 

ＦＵＪＩ 239.2 286.2 1,003,989 

オプトラン 489.8 564.9 1,051,278 

ＳＭＣ 18.4 15.7 891,760 

澁谷工業 218.6 317.6 1,090,956 

竹内製作所 249.5 174 1,202,340 

ＴＰＲ 285.1 248.2 319,185 

イーグル工業 300.6 165.3 459,368 

電気機器（10.0％）    

ブラザー工業 189.1 145.5 450,904 

ミネベアミツミ 246.7 225.8 744,914 

ミマキエンジニアリング － 438.9 686,878 

アルバック 138.2 98.9 681,816 

ホーチキ 294.4 279.1 1,261,532 

パナソニック ホールディングス － 523 971,995 

アンリツ － 193.7 450,449 

ＴＤＫ 601 660.6 1,615,827 

アオイ電子 106 94.5 226,705 

エスペック 214.5 285.7 991,379 

ＯＢＡＲＡ ＧＲＯＵＰ 147.7 150.9 592,282 

イリソ電子工業 103.7 81.3 266,664 

東京エレクトロン 9.4 4.5 149,220 

輸送用機器（8.7％）    

豊田自動織機 146.2 31 538,780 

モリタホールディングス 309.8 379 1,007,003 

いすゞ自動車 310.5 223.5 526,119 

トヨタ自動車 326.4 283 865,980 

武蔵精密工業 257.2 309.8 989,811 

アイシン 341.7 290.1 819,967 

スズキ 918.3 951.2 2,216,771 

ヤマハ発動機 610.7 420.2 484,910 

ハイレックスコーポレーション 294.4 152.1 446,717 

日本精機 105.6 － －  

国内株式 
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シュローダー日本ファンド（野村SMA･EW向け） 

 
銘 柄 

期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

精密機器（1.8％）    

ナカニシ 364.6 318.1 630,792 

東京精密 88.3 94.3 1,023,155 

その他製品（2.1％）    

フジシールインターナショナル 64.3 496.7 1,507,484 

オカムラ 171.7 165.2 373,352 

陸運業（0.7％）    

東京地下鉄 38.7 － － 

ハマキョウレックス 202.8 88.2 149,675 

山九 114.6 58.7 493,843 

情報・通信業（6.3％）    

ネクソン 576 444.9 1,678,607 

ＳＲＡホールディングス 149.4 130.9 668,899 

大塚商会 331 361.4 1,154,311 

中部日本放送 323.3 144.4 123,317 

ＫＤＤＩ 205.1 155.5 416,740 

沖縄セルラー電話 136.4 156 434,772 

ＧＭＯインターネットグループ 186.5 127.7 499,307 

ＤＴＳ 58.7 259.3 313,753 

ミロク情報サービス 191.9 209.6 389,017 

卸売業（6.5％）    

シップヘルスケアホールディングス 103.9 － － 

ＢｕｙＳｅｌｌ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ － 113.7 461,622 

伊藤忠商事 281.1 228.6 2,140,381 

三井物産 263.9 162.5 695,337 

阪和興業 111.8 66.1 464,022 

稲畑産業 50.1 45.2 162,946 

トラスコ中山 268.3 444.2 1,037,207 

因幡電機産業 201.1 380.8 958,664 

小売業（6.0％）    

サンエー 250.2 242.7 699,946 

エービーシー・マート 465.5 495 1,337,737  

 
銘 柄 

期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

パルグループホールディングス 321.9 533.8 1,147,136 

クリエイトＳＤホールディングス 103.7 206.4 665,640 

ベルク 228.4 221.5 1,623,595 

銀行業（7.1％）    

三井住友フィナンシャルグループ 917.7 829.2 4,069,713 

武蔵野銀行 222.4 173 807,045 

ふくおかフィナンシャルグループ 386.4 326.6 1,587,929 

保険業（5.5％）    

東京海上ホールディングス 331.6 277.7 1,556,230 

Ｔ＆Ｄホールディングス 1,196.1 970.2 3,378,236 

その他金融業（3.6％）    

全国保証 132.9 197.4 611,347 

オリックス 629.1 593.1 2,556,261 

イー・ギャランティ 50.3 47.8 85,801 

不動産業（3.6％）    

オープンハウスグループ 34.1 28.8 258,854 

パーク２４ 176.6 53.7 101,546 

住友不動産 130.5 108.7 823,511 

スターツコーポレーション 438.7 375.4 1,779,396 

日神グループホールディングス 557.7 430.3 313,688 

サービス業（3.5％）    

ツカダ・グローバルホールディング 173.7 96.2 53,102 

リクルートホールディングス 24.1 11 89,056 

リログループ 859.8 669.3 1,125,762 

ニシオホールディングス 253 221.6 998,308 

トーカイ 330.1 355.6 884,377 

合 計 
株 数 ・ 金 額 27,819 28,866 90,619,342 

銘柄数＜比率＞ 99 103 ＜98.1％＞ 
 

（注） 銘柄欄の( )内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。

（注） 評価額欄の< >内は、このファンドが組入れている親投資信託

の純資産総額に対する評価額の比率。 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 
 

 

 

銘      柄      別 
当 期 末 

買   建   額 売   建   額 

国 
内 

  百万円 百万円 

株式先物取引 ＴＯＰＩＸ 1,150 － 
 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

 

先物取引の銘柄別期末残高 
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